
祭
神
は
天

の
三
神
が
祀
ら
れ
て
い

訪
の
神
の
よ
り
し
ろ
で
あ
る
御
鉾
本
を
受
け
、
礼
銭
を
納
め
て
自
分
の
郷
村
に
帰

り
、
御
鉾
本
を
祀

っ
て
無
事
勤
め
終
え
た
こ
と
を
郷
村
内
で
領
主
を
交
え
て
祝

う
。
そ
の
御
鉾
本
を
安
置
す
る
場
所
が
御
頭
屋
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
御
桐
谷
が

御
頭
屋
で
あ
る
と
い
う
推
定
に
立
て
ば
、
現
望
月
町
の
城
光
院
か
ら
役
場
の
あ
た

り
に
か
け
て
の
二
帯
が
頭
役
を
勤
め
た
と
い
う
証
明
に
も
な
る
。

「古
い
居
館
は
ど
こ
か
」
の
項
で
、
用
水
や
文
化
財
の
残
存
な
ど
を
通
し
て
、

本
村
下
之
城
」
瑳
が
館
跡
が
古
く
、
望
月
町
■
電
機
や
城
光
院
の
あ
る
あ
た
り

の
鹿
曲
谷
上
流
部
の
方
が
新
し
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
こ
の
こ
と

と
同
様
に
、
望
月
氏
に
は
神
氏
と
な
っ
た
時
代
が
あ
り
、
そ
の
古
い
時
代
の
所
領

と
み
ら
れ
る
大
字
下
之
城
部
分
に
は
頭
役
が
な
く
、
新
し
く
南
北
朝
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
の
開
発
と
み
ら
れ
る
上
流
部
に
は
頭
役
が
あ
る
と
い
う
右
の
こ
と
か

ら
も
開
発
の
新
旧
が
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

「御
符
礼
之
古
書
』
の
望
月
の
頭
役
が
花
会
の
み
で
あ

っ
た
と
い
う
点
も
、
こ

れ
で
理
解
で
き
る
。
花
会
は
鎌
倉
時
代
に
は
な
く
、
望
月
氏
が
鹿
曲
谷
上
流
部
を

開
発
し
て
頭
役
を
勤
め
よ
う
と
し
た
こ
ろ
に
、
花
会
の
頭
役
が
成
立
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

四
　
両
羽
神
社
と
経
筒

１

両

羽

神

社

北
御
牧
村
下
之
城
の
両
羽
神
社
の
歴
史
に
つ
い
て
、
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

建
て
原
官
と
か
芝
宮
と
か
八
葉
山
大
明
神
と
称
し
、
産
土
神
で
あ
っ
た
。
望
月
氏

の
所
領
に
な
っ
て
か
ら
御
牧
七
郷
の
惣
社
と
し
、
大
宮
大
明
神
と
改
称
し
た
。
望

月
氏
の
機
麟
だ
葉
明
神
が
慶
長
年
中
火
災
に
遭
い
両
羽
神
社
に
移
し
た
。
以
上

が
、
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
二
月
記
の

「両
羽
神
社
祭
神
御
事
歴
由
緒
」
の
要

旨
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
、
宮
の
集
落
に
あ
る
両
羽
神
社
は
、
い
つ
か
ら
こ
こ
に

あ
ら
た
の
か
は
つ
き
り
し
な
い
。
『長
野
県
町
村
誌
」
で
は
、
最
初
か
ら
現
在
の

地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
す
る
書
き
ぶ
り
で
、
原
宮
と
称
し
た
の
は
、
こ
の
社
に

属
す
る
土
地
が
原
に
あ
っ
た
か
ら
、
八
葉
山
と
い
う
名
は
山
上
を
富
士
山
の
峰
に

た
と
え
て
仏
門
の
人
が
つ
け
た
名
で
あ
る
と
い
う
。
八
葉
と
は
蓮
華
の
こ
と
で
あ

る
。
正
慶
二
年
の
石
寵
も
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
文
安
の
経
筒
も
、
い
ず
れ
も
宮
集

落
の
現
社
地
か
ら
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
初
か
ら
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
て
い
た

と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
説
に
立
つ
と
原
宮
が
火
災
に
遭
っ
て

現
両
羽
神
社
に
併
せ
祀
ら
れ
た
と
す
る
伝
承
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
宙
に
浮
い
て
し

ま
う
。

天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
か
く
れ
た
と
き
、
天
大
玉
命
が
御
幣
を
持
ち
、
天
児

塁
根
命
が
祝
詞
を
奏
し
た
と
す
る
神
話
に
関
係
す
る
こ
柱
の
祭
神
が
、
な
ぜ
鹿
曲

谷
の
官
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
．

京
都
と
大
津
σ
間
に
山
科
盆
地
が
あ
る
が
、
こ
の
東
海
道
線
山
科
駅
の
東
北

方
、
山
科
区
四
ノ
盲
町
中
在
寺
町
に
諸
羽
神
社
が
あ
る
。
祭
神
は
北
御
牧
と
同

じ
く
天
児
屋
根
命
と
天
太
玉
命
で
あ
る
。
貞
観
年
間

（八
五
九
～
七
七
）
の
創
立

る
。
年
代
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
古
昔
、
東
の
山
上
、
原
野
の
地
に
社
を

う
ぶ
す
な
が
み

第四節 室 町 時 代
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第二章 中 世

¨
ヽ
■
、

と
伝
え
、
こ
の
宮
が
も
と
で
こ
の
付
近

一
帯
を
四
ノ
宮
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
四
ノ
宮
の
地
は
、
古
代
か
ら
東
海
道

・
東
山
道

・
北
陸
か
ら
の
道

が
合
わ
さ
っ
て
都
に
入
る
重
要
な
所
で
あ
り
、
逢
坂
の
関
は
、
す
ぐ
こ
の
東
で
あ

る
。
諸
羽
神
社
も
昔
は
諸
羽
大
明
神
と
呼
ば
れ
、
古
く
は
両
羽
の
字
が
用
い
ら
れ

て
い
た
。
両
羽
の
意
味
は

『売
州
府
志
』
に
、
天
照
大
神
を
た
す
け
た
両
翼
の
神

で
あ
る
か
ら
と
あ
る
。
望
月
牧
の
駒
も
、
ま
た
駒
牽
く
人
も
、
必
ず
こ
の
両
羽
神

社
ａ
前
を
行
き
つ
帰
り
つ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
み
て
く
る
と
、
史
料
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
北

御
牧
の
両
羽
神
社
は
望
月
牧
の
時
代
、
こ
こ
か
ら
勧

請
、
分
祀
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
記
ち
れ

て
い
る
プ

一
本
が
男
像
、

二
体
は
女
像
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
柱
の
祭

神
を
神
像
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
の
女
神
の

う
ち
の

一
体
の
底
部
に
、
写
真
に
か
か
げ

た
よ
う
な
墨
書
文
字
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

磨
滅
し
て
い
て
判
読
で
き
な
い
が
、
あ
え

て
読
む
と

「永
享
三
年
　
五
月
四
日
」
と

読
め
る
。
文
字
は
異
体
字
が
多
く
、
永
は

ｒ
水
」
享

は

「事
」、
年

は

「な
」
か

「季
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
？
水
享
三
年

（
一
四
三

一
）
が
、
神
像
製
作
の
年
か
も
し
れ
な
い
。

次
の
段
に
は
、
次
ベ
ー
ジ
写
真
の
よ
う
な
大
き
な
木
造
座
像
が
あ
る
。
向
か
っ

て
右
は
古
く
は
善
測
王
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
、
改
め
ら
れ
て
貞
保
親
王

京れオリエレ

宙 ノ

花

図27 京都山科の諸羽神社

写24神 像 墨 書

写23 最上段の三神像

”
■
９

ν



第四節 室 町 時 代

像
、
左
側
は
船
代
像
で
あ
る
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寄
木
造
で
、
比
較
的
粗

い
造
り
で
あ
る
。
製
作
の
年
代
も
不
明
で
あ
り
、
「両
羽
神
社
祭
神
御
事
歴
由

緒
」
で
は
、
祭
神
で
は
な
い
と
記
し
て
い
る
。
善
渕

・
貞
保

。
船
代
い
ず
れ
に
し

て
も
、
望
月
氏
の
祖
先
と
考
え
ら
れ
て
い
た
人
の
像
で
あ
る
。

２
　
文
安

の
経
筒

本
村
下
之
城
の
両
羽
神
社
境
内
に
六
合
神
社
が
並
置
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三

十
年

（
一
九
五
五
）、
こ
の
お
宮
を
建
て
る
工
事
の
際
に
経
筒
が
出
土
し
た
。
高

さ

一
八
彙
レ
ル
の
青
鋼
製
で
円
柱
状
の
経
筒
で
あ
る
。
こ
の
周
囲
に

一
一
行
に
わ

た
っ
て
線
刻
の
文
字
が
あ
る
。

奉
如
法
書
写

妙
法
蓮
華
経
　
一
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

文
安
二
年
八
月
廿
九
日

願
主
　
幸
覚
正
信
女

施
主
　
道
慶

大
工
　
海
阿

重
仙
　
弘
海

亮
慶
　
雄
信

良
伏
　
秀
算

秀

「如
法
書
写
　
妙
法
蓮
華
経
」
と
は
、　
一
定
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
法
華
経

一

部
を
書
き
写
し
て
、
経
筒
の
中
に
納
め
る
こ
と
で
あ
る
。
文
安
二
年

（
一
四
四

五
）
の
こ
の
こ
ろ
、　
一
般
に
は
廻
国
埋
納
の
関
係
か
ら
経
筒
が
高
さ

一
〇
た
―ン
″前

後
と
小
型
化
す
る
の
に
く
ら
べ
て
、
こ
れ
は

一
八
た
■
”
と
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
似

た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
目
的
が
追
善
供
養
に
あ
っ
た
色
彩
が
強
い
。
幸

覚

・
正
信
が
願
主
で
、
施
主
が
お
り
、
宥
海
以
下

一
四
人
の
賛
同
者
が
い
る
こ
と

幸 光 雄 宥
祐 秀 算 海

幸 伏 順 澄
秀 誉 海 祐

写25 船代像 (左)と貞保親王 (右)(両羽神社)


